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　本館では、２００２年の響流館開館以来、図書
館情報システムとしてLVZを利用してきま
したが、２０１１年春、新たにLIMEDIO（リメ
ディオ）を導入いたします。
　今回の図書館情報システムの変更は、LVZ
の保守終了に伴うもので、現行システムでは
利用者への安定したサービス提供を継続する
ことが困難であるという判断によるもので
す。新システムの検討は、本館による要件定
義のほか、他機関にて導入されている図書館
システムの調査を行うなどして進められ、シ
ステムの安定性や導入実績を参考にして、候
補を３社に絞り込みました。そしてハード
ウェアおよびソフトウェア機能、保守内容な
どの諸要件についての仕様確認のほか、各社
によるデモンストレーション、実際の導入大
学図書館への訪問調査、導入経費などを考慮
に入れ、およそ１０ヵ月をかけて比較検討し
てきました。その結果、株式会社リコーが提
供するLIMEDIOを導入することに決定いた
しました。
　導入決定の要因は、操作がシンプルで利用
者重視のシステムであること、業務系の操作
性とのバランスがよいこと、他社に比べて保
守対応に秀でていること、また、システムの
持つユーザー（利用者と図書館業務担当者）
重視の姿勢が本館の性質によく合致したとい
うところにあります。
　図書館システムを新たに導入するときに最
も重要で困難な作業が、旧システムから新シ
ステムへのデータの移行です。システムが新
しくなってもデータが損なわれては、利用者
の皆さんに必要なサービスを提供することは
できません。また、本館は独特の資料データ
を多く持っていることもあり、導入社とデー
タ移行について何度も確認し調整を重ねてき
ました。
　今回のシステム更新により、利用者の方々
から見て大きく変わる点がいくつかありま
す。まず分かり易い点では、検索画面がより
使いやすくなることです。LVZでは資料の所
蔵情報が検索結果画面の下部に表示されてい
ましたが、LIMEDIOでは上部に表示される
ことになり、画面スクロールをしなくても、
図書館のどこに目的の資料が所蔵されている
かがすぐに確認できるようになります。ま
た、新たに「マイライブラリ」という利用者
専用のページが利用できるようになります。
個人認証は必要ですが、これにより、文献複
写や予約などの依頼、貸出資料の確認など、
従来のサービスに加え、利用者が登録した
キーワードに基づいた資料の新着状況、図書
館から諸連絡など、幅広いサービスを利用書
に提供できるようになります。さらに、利用
者からのリクエストが非常に多かった携帯電
話用の蔵書検索機能も追加されます。屋外や
出先など、パソコンがない環境でも、携帯電
話を使って資料の所蔵確認をすることができ
るようになります。
　昨今の利用者、特に学生たちのIT技術に
対する順応性は目を見張るものがあります。
利用者の皆さんにLIMEDIOに馴染んでいた
だけるよう、操作方法などの利用教育には、
これまで以上に力を入れて継続して行く予定
です。
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